
 

 

令和６年度大分県地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動推進事業 

体験活動ミーティング「森フェス」 実施報告書 

 

１ 事業内容 

（１）趣  旨  県内の体験活動推進に向けた体制構築のため、青少年教育施設と地域住民・企業・大学・ 

ＮＰＯ法人等と連携した「森」をテーマにした体験活動啓発イベントを開催し、広く県民に 

体験活動や森林環境教育の機会と、木の実を通貨に見立てた「ちょこっと経済」を取入れた 

仕組みを今年度も提供し、その魅力を伝えると共に、それを担う人材を育成する。 

（２）主  催  大分県「体験の風をおこそう」実行委員会（所管：大分県教育委員会） 

（３）共  催  大分北部地区森林・林業活性化協議会 

（４）協  力  ＮＢＵ日本文理大学人間力育成センター 

（５）期  日  令和６年１１月１７日（日）１０：３０～１５：００  

＜スケジュール＞ 

 １０：００～  開場 受付開始 

 １０：３０～  活動開始（①森の探検隊②ﾊﾞｰﾄﾞｳｫｯﾁﾝｸﾞ③青空絵本図書館④ﾈｲﾁｬｰｸﾗﾌﾄ 

          ⑤ﾐﾆﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ⑥ﾛｰﾌﾟ木登り⑦ﾛｰﾌﾟｱｽﾚﾁｯｸ⑧ｽﾗｯｸﾗｲﾝ⑨MTB 試走 

⑩くぬぎの植樹体験⑪森の恵み(椎茸)試食会 

⑫ｼﾞﾋﾞｴ肉(ｲﾉｼｼ)試食会⑬焼きﾏｼｭﾏﾛ⑭プラネタリウム上映） 

１５：００   活動終了 

 １６：００   閉場 

（６）場  所  香々地青少年の家 学びと健康の森 

２ 参加者    ３３３家族１，２１３名 

 

 

 

 

３ 活動の様子   

 

 

 

 

 

 

 

４ 開催状況と課題 

 （１）開催状況 

  ・今年度から「地域育樹活動」と共催で「森フェス」を実施することができた。 

・ＴＯＳのテレビ番組「O!TA めじろオシ」で、活動内容の広報ができ、県民へのＰＲが行えた。 

・従来の森フェスイベントに加え、植樹やジビエ肉も人気を博していた。 

 （２）課題 

  ・準備期間がほぼ無いので、外部スタッフ及び学生への事前レクが不十分であった。 

・来年度からは共催者や大学と事前の打ち合わせを十分に行うことが必要である。 


